





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































青 森 県 15 113 322
岩 手 県 9 21 90
宮 城 県 20 102 578
秋 田 県 8 71 203
山 形 県 26 190 778
福 島 県 25 285 1,041
茨 城 県 7 56 310
栃 木 県 27 319 958
群 馬 県 10 167 907
千 葉 県 5 40 293
東 京 府 6 436 3138
埼 玉 県 2 40 245
神奈川県 17 377 1846












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































郡名 所在地 明治14 明治18
南村山 山 形 38 27上 山 17 8
東村山 天 童 町 11 8長 崎 村 1 1
西村山
寒河江村 6 4
左 沢 村 5 2
谷 地 村 7 7
北村山 楯 岡 村 7 7尾花沢村 5 4
最上郡 新 庄 11 7
飽　海 酒 田 45 47松 嶺 町 4 4
西田川
鶴 岡 ― 30
川 湯 村 ― 5
大 山 村 ― 5
加 茂 村 ― 6
湯野浜村 ― 5
湯温海村 ― 4
温 海 村 ― 1
南置賜
米 沢 17 10
上小松村 5 5
赤 湯 村 4 4
高 畑 村 2 2
宮 内 村 4 4



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































若浦 ませ みよ いわ 千代 合計
１日 1.5 1 3 0 0 5.5
２日 3 1 4 2 1 11
３日 1 1 0 0 0 2
４日 1 3 0 0 0 4
５日 1 3 2 3 1 10
６日 1 1 1 1 1 5
７日 2 4 2 1 1 10
８日 0 1.5 0.5 1 1 4
９日 2 2 2 1 1 8
10日 1 0 0 0 0 1
11日 0 1 0 0 0 1
12日 1 1 1 1 1 5
13日 1 0 0 0 0 1
14日 0 1 0 1.5 0 2.5
15日 0 1 0 1 0 2
16日 0 1 1 0 1 3
17日 2 2 2 1 3 10
18日 1 1.5 2 1 0.5 6
19日 2 3 3 1 2 11
20日 3 1 1 2 1 8
21日 3 0 2 0 1 6
22日 1 0 1 2 3 7
23日 2 0 0 3 0 5
24日 0.5 4.5 3.5 3 2 13.5
25日 1 1.5 0.5 0 1 4
26日 3.5 2 0.5 2 1 9
27日 0.5 3.5 0.5 1 2 7.5
28日 1 3 0 0 2 6
29日 2.5 5 2 3 2 14.5
30日 1 3.5 0 3 2.5 10
31日 2 3 2 1 2 10
合計 41.5 56 36.5 35.5 33 202.5
1日当た
り平均 1.34 1.81 1.18 1.14 1.06 6.53
（国文学研究資料館「出羽国置賜郡・村山郡諸家文書」により作成）
－ 9 －
数
を
記
し
た
も
の
と
推
測
し
た
。
表
３
は
こ
の
史
料
を
も
と
に
一
ヵ
月
間
の
娼
妓
の
労
働
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
の
東
楼
に
は
「
若
浦
」、「
ま
せ
」、「
み
よ
」、「
い
わ
」、 
「
千
代
」
の
五
名
の
娼
妓
が
確
認
で
き
る
。
源
氏
名
と
本
名
と
が
混
在
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
東
楼
全
体
で
は
、
一
ヵ
月
間
の
玉
高
は
二
〇
二
ツ
半
、
一
日
当
た
り
平
均
六
・
五
三
ツ
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
明
治
十
五
年
八
月
の
客
数
は
の
べ
一
九
〇
名
、
一
日
あ
た
り
平
均
六
・
八
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
等
の
数
字
で
あ
る
。
娼
妓
は
も
っ
と
も
玉
高
が
多
い
「
ま
せ
」
の
場
合
、
一
日
当
た
り
平
均
一
・
八
一
ツ
、
も
っ
と
も
少
な
い
「
千
代
」
は
一
・
〇
六
ツ
で
あ
っ
た
。
一
ヵ
月
間
の
う
ち
、
東
楼
全
体
で
客
が
全
く
な
か
っ
た
日
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
娼
妓
五
名
分
の
玉
高
が
十
ツ
を
超
え
る
の
は
一
ヵ
月
の
う
ち
九
日
間
に
過
ぎ
ず
、
一
日
に
稼
ぎ
が
一
～
二
ツ
と
い
っ
た
状
況
も
散
見
さ
れ
る
。
娼
妓
ご
と
に
み
て
い
く
と
、
玉
高
が
一
ツ
あ
る
い
は
「
な
し
」
と
い
う
日
が
続
く
こ
と
も
多
く
、
娼
妓
の
接
客
数
は
さ
ほ
ど
多
い
も
の
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
東
京
と
そ
の
付
近
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
貸
座
敷
・
芸
娼
妓
な
ど
に
関
す
る
社
会
調
査
に
基
づ
く
報
告
書
（
38
）
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
娼
妓
の
一
日
の
平
均
接
客
数
は
、
平
日
が
二
・
五
名
、
職
人
の
給
料
日
な
ど
客
数
が
増
加
す
る
「
物
日
」
が
四
名
程
度
と
さ
れ
て
い
る
。
横
田
冬
彦
（
39
）
は
大
正
期
京
都
の
貸
座
敷
に
お
け
る
遊
客
の
存
在
形
態
を
検
討
し
て
い
る
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、
京
都
に
お
け
る
娼
妓
を
中
心
と
し
た
安
価
な
貸
座
敷
で
は
、
娼
妓
の
稼
働
率
は
限
界
ま
で
高
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
大
正
期
の
東
京
新
吉
原
遊
廓
で
娼
妓
を
し
て
い
た
森
光
子
の
日
記
に
も
、「
今
夜
は
客
全
部
で
十
人
、
其
内
初
会
三
人
、
三
円
一
人
、
四
円
一
人
、
馴
染
七
人
、
五
円
三
人
、
六
円
一
人
、
十
円
二
人
、
十
一
円
一
人
」（
40
）
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
娼
制
度
が
拡
大
し
貸
座
敷
で
の
遊
興
が
大
衆
化
し
た
大
正
期
、
娼
妓
に
と
っ
て
一
日
に
十
名
以
上
の
客
が
つ
く
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
娼
妓
労
働
が
強
化
さ
れ
て
い
た
大
正
期
と
比
較
す
れ
ば
、
明
治
十
年
代
に
お
け
る
東
楼
の
客
数
は
少
な
く
、
娼
妓
一
人
当
た
り
の
接
客
数
も
さ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
。
明
治
前
期
に
お
け
る
他
地
域
の
貸
座
敷
の
客
数
な
ど
が
不
明
な
た
め
比
較
は
容
易
で
は
な
い
が
、
東
楼
経
営
者
が
借
金
を
重
ね
、
明
治
十
八
年
に
は
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
も
客
の
入
り
は
十
分
な
も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
新
聞
紙
上
に
は
米
沢
の
「
不
況
」
が
た
び
た
び
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
東
楼
も
経
営
状
態
は
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
一
ヵ
月
の
な
か
で
ほ
と
ん
ど
の
娼
妓
が
、
玉
高
「
な
し
」
と
い
う
日
が
三
日
ず
つ
連
続
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
東
楼
史
料
の
う
ち
明
治
十
五
年
九
月
の
「
寄
留
換
並
休
業
人
控
」（
41
）
に
よ
る
と
、
各
娼
妓
が
「
月
経
」
を
理
由
に
そ
れ
ぞ
れ
三
日
間
あ
る
い
は
二
日
間
の
「
鑑
札
返
上
」
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
ま
せ
」
の
場
合
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
史
料
２
九
月
八
日
ヨ
リ
一
、
□
□
マ
セ
一
、
月
経
ニ
付
御
届　
但
診
断
写
弐
通　
　
鑑
札
返
上
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
願
下
ケ
十
一
日
ヨ
リ
営
業
断
片
的
な
史
料
で
あ
る
た
め
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
娼
妓
は
月
経
時
に
は
診
断
書
を
添
え
て
一
旦
鑑
札
を
「
返
上
」
し
、
三
日
間
ほ
ど
休
業
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
寄
留
換
並
休
業
人
控
」
に
は
ほ
か
に
「
い
わ
」、「
み 
よ
」、「
千
代
」
に
つ
い
て
同
様
の
届
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
史
料
に
登
場
す
る
「
い
わ
」
に
関
し
て
は
、
東
楼
経
営
者
か
ら
の
借
用
証
（
42
）
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
い
わ
」
は
明
治
十
四
年
十
一
月
に
金
二
円
を
、
実
母
を
保
証
人
と
し
て
借
用
し
た
。
そ
の
後
四
十
銭
ず
つ
五
ヵ
月
に
わ
た
り
、
利
子
を
添
え
て
返
済
す
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
金
額
か
ら
み
て
い
わ
ゆ
る
前
借
金
で
は
な
く
、
娼
妓
が
追
加
で
借
金
を
申
し
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
－ 10 －
②
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
八
月
、
九
月
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
八
月
お
よ
び
九
月
の
二
ヵ
月
間
に
つ
い
て
も
、
各
娼
妓
が
得
た
玉
代
を
書
き
上
げ
た
と
推
測
さ
れ
る
「
玉
高
調
」（
43
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
掲
の
史
料
と
は
異
な
り
、
一
日
ご
と
の
玉
高
に
つ
い
て
は
記
載
し
て
お
ら
ず
、
一
ヵ
月
間
の
総
額
を
ま
と
め
て
い
る
。
先
述
の
と
お
り
明
治
十
五
年
八
月
に
は
娼
妓
五
名
で
営
業
し
て
い
た
が
、
一
年
後
の
こ
の
時
期
に
は
九
名
の
娼
妓
が
確
認
で
き
る
。
前
年
に
も
名
が
み
ら
れ
た
「
若
浦
」、「
い
わ
」、「
千
代
」
の
名
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
「
春
吉
」、「
菊
井
」、「
小
仙
」、「
小
亀
」、「
駒
吉
」
な
ど
あ
ら
た
な
娼
妓
名
が
み
ら
れ
た
。
東
楼
史
料
に
は
明
治
十
六
年
一
月
か
ら
三
月
の
日
付
で
「
マ
ス
（
菊
井
）」、「
き
よ
」、「
た
せ
」、「
み
い
」
の
送
籍
証
お
よ
び
娼
妓
営
業
願
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、
東
楼
で
は
こ
の
時
期
に
娼
妓
数
を
増
や
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
ヵ
月
間
に
稼
い
だ
玉
高
も
、
前
年
七
月
二
〇
二
・
五
ツ
に
対
し
て
明
治
十
六
年
八
月
五
〇
九
ツ
、
九
月
は
三
〇
四
・
五
ツ
で
あ
り
、
増
加
し
て
い
る
。
と
く
に
八
月
は
一
ヵ
月
の
玉
高
が
一
〇
〇
ツ
を
超
え
る
娼
妓
も
お
り
、
比
較
的
多
く
の
客
を
獲
得
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
で
九
月
は
一
ヵ
月
に
三
〇
〇
ツ
程
度
と
減
少
し
て
お
り
、
客
の
入
り
は
安
定
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
九
月
は
「
菊
井
」
お
よ
び
「
小
仙
」
は
玉
数
が
書
き
込
ま
れ
て
お
ら
ず
棒
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
両
名
は
こ
の
後
の
史
料
で
も
そ
の
名
を
確
認
で
き
る
た
め
、
廃
業
も
し
く
は
住
替
え
に
よ
っ
て
東
楼
を
去
っ
た
の
で
は
な
く
、
病
気
な
ど
の
何
ら
か
の
理
由
で
休
業
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
「
小
仙
」
に
関
し
て
は
、「
小
仙
」
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
「
金
円
預
リ
証
書
」（
44
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
楼
経
営
者
で
あ
る
惣
七
か
ら
新
潟
県
新
潟
区
花
町
〇
〇
仁
太
郎
宛
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
小
仙
」
は
二
一
六
円
の
前
借
金
に
よ
っ
て
東
楼
に
抱
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
金
円
預
リ
証
書
」
の
宛
先
と
な
っ
て
い
る
の
は
娼
妓
本
人
で
は
な
い
。「
小
仙
」
の
前
借
金
を
受
け
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
〇
〇
仁
太
郎
は
、「
小
仙
」
の
実
父
も
し
く
は
兄
な
ど
親
族
の
男
性
で
あ
ろ
う
。
貸
座
敷
（
抱
え
主
）
と
娼
妓
が
直
接
契
約
す
る
の
で
は
な
く
、
貸
座
敷
と
生
家
の
男
性
親
族
が
直
接
契
約
す
る
こ
と
は
、「
解
放
令
」
後
に
お
い
て
も
娼
妓
が
生
家
に
帰
属
し
、
イ
エ
の
成
員
と
し
て
の
労
働
に
従
事
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
二
一
六
円
と
い
う
借
金
額
は
同
時
期
に
お
け
る
東
楼
の
他
の
娼
妓
の
場
合
（
一
二
五
円
、
一
四
五
円
な
ど
）
よ
り
も
比
較
的
高
額
で
あ
る
が
、
そ
の
返
済
方
法
に
関
し
て
は
史
料
に
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。
こ
の
証
書
で
は
、
二
一
六
円
の
前
借
金
の
「
御
渡
之
義
」
は
、
東
楼
に
て
「
御
鑑
札
御
下
渡
ノ
之
上
、
速
ニ
前
書
之
金
円
皆
済
御
渡
し
可
仕
候
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
潟
か
ら
米
沢
東
楼
に
移
り
、
娼
妓
鑑
札
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
金
銭
が
支
払
わ
れ
る
約
定
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
小
仙
」
か
ら
仁
太
郎
に
宛
て
た
と
思
わ
れ
る
書
簡
（
45
）
が
一
通
確
認
で
き
る
。
史
料
３
ま
わ
ら
ぬ
ふ
で
に
て
ふ
み
あ
げ
ま
い
ら
せ
そ
ろ
。
さ
て
と
や
あ
な
た
さ
ま
い
か
が
な
さ
れ
そ
ろ
。
さ
て
ま
た
わ
た
く
し
も
な
ん
の
か
わ
り
な
く
お
ん
つ
と
め
ま
い
ら
せ
そ
ろ
。
よ
い
こ
の
ひ
と
お
れ
の
お
や
ぶ
ん
だ
か
ら
い
き
な
れ
た
ら
お
ち
や
で
も
だ
し
て
や
て
く
れ
。
さ
て
ま
た
か
い
て
き
な
れ
る
と
き
ま
た
こ
と
す
け
よ
て
い
く
し
て
く
れ
。
み
な
く
さ
ま
に
よ
ろ
し
く
ま
ず
わ
あ
ら
か
し
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
づ
ま
ろ
内　
お
せ
ん
よ
り
□
□
に
た
ろ
さ
ま
こ
の
て
が
み
と
ど
き
し
た
い
に
お
へ
ん
じ
く
だ
さ
れ
　
書
簡
は
ほ
ぼ
す
べ
て
仮
名
文
字
で
書
か
れ
、
文
字
を
修
正
し
た
あ
と
も
多
い
た
ど
た
ど
し
い
文
章
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
で
は
、「
小
仙
」
が
な
ん
の
か
わ
り
も
な
く
「
つ
と
め
」
を
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
た
の
ち
、「
お
れ
」
の
「
親
分
」
が
行
く
の
で
お
茶
で
も
出
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。「
親
分
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
物
か
、
例
え
ば
周
旋
業
者
や
保
証
人
、
あ
る
い
は
客
の
一
人
な
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
新
潟
に
居
住
す
る
仁
太
郎
の
も
と
に
米
沢
東
楼
に
関
連
す
る
人
物
が
訪
れ
、
何
ら
か
の
用
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
娼
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妓
と
生
家
と
の
関
係
は
身
売
り
後
も
断
た
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
く
様
子
も
う
か
が
え
る
。
（
三
）
娼
妓
の
移
動
こ
の
よ
う
に
生
家
と
身
売
り
後
の
娼
妓
と
の
関
係
性
を
示
す
も
う
一
つ
の
例
が
、
東
楼
で
約
一
年
間
、
娼
妓
と
し
て
抱
え
ら
れ
て
い
た
「
〇
〇
ヤ
ス
」
の
雇
用
お
よ
び
住
替
え
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
東
楼
史
料
で
は
出
身
地
が
判
明
す
る
娼
妓
が
五
名
存
在
す
る
が
、
先
述
の
「
小
仙
」
も
含
め
、
う
ち
四
名
が
新
潟
や
そ
の
近
郊
の
村
落
出
身
者
で
あ
っ
た
。
前
稿
で
は
新
潟
出
身
の
娼
妓
「
マ
ス
」、 
「
き
よ
」、「
み
い
」
の
事
例
か
ら
、
新 
潟
に
は
娼
妓
や
親
元
と
貸
座
敷
経
営
者
を
仲
介
す
る
業
者
が
存
在
し
、
特
定
の
仲
介
者
を
介
し
て
娼
妓
が
米
沢
へ
送
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
た
。一
方
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
「
ヤ
ス
」
は
東
楼
で
は
珍
し
い
山
形
県
内
出
身
の
娼
妓
で
あ
り
、
新
潟
―
米
沢
以
外
の
娼
妓
雇
用
ル
ー
ト
と
し
て
も
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。
表
４
は
東
楼
の
史
料
か
ら
み
え
る
「
ヤ
ス
」
の
動
向
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
ヤ
ス
」
は
山
形
県
西
村
山
郡
常
盤
村
の
「
平
民
雑
業
〇
〇
新
造
」
の
長
女
と
し
て
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
二
月
三
日
に
出
生
し
た
。
数
え
十
七
歳
で
娼
妓
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
十
月
二
十
三
日
、常
盤
村
戸
長
か
ら
米
沢
川
井
小
路
町
戸
長
宛
に
「
ヤ
ス
」
の
「
寄
留
証
」（
46
）
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
寄
留
証
」
に
は
寄
留
の
理
由
と
し
て
「
南
置
賜
郡
米
沢
川
井
小
路
町
〇
〇
番
地
借
地
借
住
貸
座
敷
渡
世
〇
〇
惣
七
方
娼
妓
之
為
寄
留
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
同
年
十
一
月
一
日
に
は
、「
娼
妓
営
業
之
儀
ニ
付
御
鑑
札
御
下
渡
之
願
」（
47
）
が
山
形
県
令
三
島
通
庸
代
理
山
形
県
大
書
記
官
宛
に
出
願
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
は
「
今
般
為
活
計
南
置
賜
郡
川
井
小
路
町
〇
〇
番
地
借
住
平
民
貸
座
敷
営
業
〇
〇
惣
七
方
へ
寄
留
ノ
上
娼
妓
営
業
仕
度
奉
存
候
」
と
述
べ
、「
御
規
則
」
を
固
く
守
り
、「
御
定
額
ノ
賦
金
」
を
上
納
す
る
と
し
て
「
御
鑑
札
」
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
ヤ 
ス
」
本
人
の
ほ
か
、
父
新
造
お
よ
び
東
楼
経
営
者
惣
七
・
貸
座
敷
取
締
・
川
井
小
路
町
戸
長
が
連
署
し
て
い
た
。
こ
の
申
請
は
、
賦
金
を
郡
役
所
に
納
め
、
ほ
か
に
鑑
札
料
と
し
て
十
銭
を
納
め
る
こ
と
を
条
件
に
「
聞
届
」
と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
日
の
日
付
で
「
金
借
用
之
証
」
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
も
小
仙
の
場
合
同
様
、
娼
妓
本
人
で
は
な
く
抱
え
主
で
あ
る
惣
七
と
「
ヤ
ス
」
の
父
と
の
契
約
に
な
っ
て
お
り
、
父
は
惣
七
か
ら
一
二
五
円
を
借
用
す
る
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
「
ヤ
ス
」
の
前
借
金
で
あ
り
、「
ヤ
ス
」
は
惣
七
に
対
し
て
一
ヵ
月
当
た
り
三
円
二
十
銭
ず
つ
、
明
治
十
八
年
十
一
月
一
日
ま
で
の
四
十
八
ヵ
月
間
で
返
済
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
四
十
八
ヵ
月
が
年
季
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
ヤ
ス
」
は
「
金
借
用
之
証
」
に
規
定
さ
れ
た
四
十
八
ヵ
月
を
待
た
ず
、
約
十
一
ヵ
月
後
に
は
東
楼
か
ら
南
村
山
郡
山
形
宮
町
の
貸
座
敷
営
業
□
□
清
右
衛
門
方
へ
寄
留
替
（
住
替
え
）
し
た
。
そ
の
間
の
詳
し
い
事
情
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
住
替
え
に
関
し
て
は
「
ヤ
ス
」
の
父
か
ら
惣
七
に
対
し
て
「
御
約
定
之
証
」（
48
）
が
送
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
は
、「
拙
者
娘
〇
〇
ヤ
ス
義
、
貴
殿
方
エ
寄
留
之
上
娼
妓
渡
世
罷
有
候
処
、
今
般
事
罷
有
之
□
□
子
之
吉
ヲ
以
拙
者
ノ
代
理
ト
シ
ヤ
ス
義
表４　娼妓ヤスの雇用・労働・住替え
年 月　日 事　　　項
元治元年 ２月３日 山形県西村山郡常盤村雑業〇〇新造長女として出生
明治14年 10月28日 山形県西村山郡常盤村より、米沢川井小路貸座敷渡世□□惣七方への寄留証作成
明治14年 11月１日
斎藤ヤス・実父新造・戸主□□惣七・貸座敷取締□□荘太郎・川井小路町戸長□□貞四郎
より提出。「娼妓営業ノ儀ニ付御鑑札御下渡ノ願」を提出
「金借用之証」を作成し、□□より125円を借用する契約。月３円20銭ずつ明治18年11月１
日まで48 ヵ月間返済
不　　明 ６月17日
実父より□□惣七に「御約定之証」作成。□□子之吉を代理人としてやすを寄留替させる
こと、その際前借金を惣七に返済することを約定
明治15年 10月17日 南村山郡山形宮町貸座敷営業□□清右衛門方へ送籍
（国文学研究資料館「出羽国置賜郡・村山郡諸家文書」により作成）
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寄
留
替
致
候
」
と
あ
り
、
父
親
側
か
ら
東
楼
に
対
し
「
今
般
事
罷
有
」
と
し
て
住
替
え
を
申
し
出
て
い
る
こ
と
、
住
替
え
の
た
め
に
「
□
□
子
之
吉
」
な
る
人
物
を
父
親
の
代
理
と
し
て
立
て
て
話
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
新
潟
出
身
娼
妓
の
雇
用
や
住
替
え
に
際
し
て
も
こ
う
し
た
仲
介
者
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
が
、
子
之
吉
と
い
う
人
物
が
関
与
し
た
例
は
ほ
か
に
な
く
、
子
之
吉
は
山
形
県
内
を
拠
点
と
す
る
周
旋
業
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
住
替
え
に
際
し
て
は
、「
貴
殿
ヨ
リ
恩
借
悉
皆
御
返
却
可
仕
ハ
勿
論
ニ
候
」
と
し
て
お
り
、
前
借
金
と
し
て
借
り
た
金
銭
を
す
べ
て
惣
七
に
返
却
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
。
こ
の
金
銭
の
返
却
に
関
し
て
も
「
此
之
件
右
□
□
（
筆
者
註
、
子
之
吉
）
江
委
任
仕
候
」
と
あ
り
、
子
之
吉
が
「
ヤ
ス
」
の
親
元
と
東
楼
と
の
間
を
仲
介
し
、
住
替
え
に
関
す
る
実
務
を
担
当
し
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
明
治
十
五
年
十
月
十
七
日
、「
ヤ
ス
」
は
東
楼
か
ら
南
村
山
郡
山
形
宮
町
の
貸
座
敷
へ
と
送
籍
さ
れ
た
。
な
お
こ
の
と
き
、「
惣
七
止
宿
方
山
形
横
町
芸
妓
屋
市
蔵
」
が
「
ヤ
ス
」
の
寄
留
証
を
戸
長
役
場
か
ら
受
け
取
り
、
東
楼
に
て
封
印
の
上
、
書
面
を
郵
便
で
送
付
し
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。「
ヤ
ス
」
は
新
潟
出
身
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
他
の
娼
妓
ら
と
異
な
り
、
山
形
県
内
か
ら
東
楼
に
雇
用
さ
れ
た
。
新
潟
出
身
者
ら
と
は
異
な
る
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
雇
用
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
住
替
え
の
際
に
は
そ
の
他
の
娼
妓
の
場
合
と
は
異
な
る
仲
介
者
の
存
在
が
み
ら
れ
た
。
な
お
、
新
潟
出
身
の
娼
妓
「
マ
ス
」
お
よ
び
「
き
よ
」
の
両
名
は
、
新
潟
か
ら
送
籍
さ
れ
る
際
に
直
接
東
楼
に
で
は
な
く
、「
マ
ス
」
は
米
沢
鍛
治
町
に
居
住
す
る
人
物
宅
に
、「
き
よ
」
は
鉄
砲
町
に
居
住
す
る
人
物
宅
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
留
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
は
町
の
有
力
者
や
周
旋
業
者
と
推
測
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
娼
妓
の
身
元
保
証
人
（
請
人
）
に
近
い
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
送
籍
の
手
順
の
違
い
も
、
娼
妓
の
雇
用
ル
ー
ト
や
そ
れ
に
付
随
す
る
仲
介
者
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。「ヤ
ス
」
の
住
替
え
は
東
楼
経
営
者
で
は
な
く
父
親
の
意
向
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
娼
妓
が
身
売
り
後
も
実
父
に
帰
属
す
る
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
ヤ
ス
」
の
父
親
は
子
之
吉
を
代
理
と
し
て
立
て
、
こ
の
人
物
に
経
営
者
と
の
交
渉
や
金
銭
返
却
な
ど
の
実
務
を
委
任
し
た
。
東
楼
で
は
新
潟
か
ら
の
娼
妓
雇
用
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
山
形
県
内
な
ど
の
周
旋
業
者
と
も
つ
な
が
り
を
も
ち
、
娼
妓
の
雇
用
を
行
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
娼
妓
ら
は
貸
座
敷
に
雇
用
さ
れ
た
の
ち
も
生
家
に
帰
属
し
、
父
親
の
意
向
な
ど
に
従
っ
て
貸
座
敷
間
を
移
動
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
四 
お
わ
り
に
か
え
て
本
稿
で
は
、
近
代
公
娼
制
度
確
立
へ
の
途
上
に
あ
っ
た
明
治
前
期
に
お
い
て
、
米
沢
に
お
い
て
展
開
し
た
貸
座
敷
業
の
状
況
を
、
山
形
県
域
に
お
け
る
他
地
域
の
遊
廓
の
動
向
と
比
較
し
な
が
ら
述
べ
た
。
近
世
期
、
山
形
県
域
に
相
当
す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
城
下
町
・
宿
場
町
・
湊
町
・
温
泉
場
な
ど
を
中
心
と
し
て
売
春
業
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
各
藩
に
よ
っ
て
禁
止
・
摘
発
の
対
象
と
さ
れ
た
も
の
も
含
ん
で
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
藩
領
の
中
心
都
市
や
水
陸
の
交
通
の
要
所
な
ど
、
多
く
の
人
び
と
が
集
ま
る
場
所
に
、
と
き
に
は
非
公
式
な
も
の
と
し
て
自
然
発
生
的
に
遊
女
が
存
在
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。「
解
放
令
」
後
に
は
府
県
統
合
前
の
山
形
県
や
置
賜
県
な
ど
に
お
い
て
、
旧
来
の
遊
女
屋
を
「
貸
座
敷
」
と
改
め
、
売
春
業
へ
の
参
入
を
制
限
し
つ
つ
も
許
可
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。山
形
県
お
よ
び
置
賜
県
で
と
ら
れ
た
売
春
業
に
対
す
る
統
制
は
、
お
お
む
ね
貸
座
敷
お
よ
び
娼
妓
数
の
制
限
と
、
貸
座
敷
免
許
地
（
遊
廓
）
の
指
定
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
明
治
期
の
東
日
本
に
お
い
て
、
山
形
県
は
比
較
的
遊
廓
数
の
多
い
地
域
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
ご
く
小
規
模
な
遊
廓
が
中
・
小
都
市
に
広
範
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
県
内
最
大
都
市
と
し
て
の
山
形
や
近
世
以
来
の
湊
町
酒
田
な
ど
に
は
比
較
的
規
模
の
大
き
い
遊
廓
が
存
在
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
郡
役
所
－ 13 －
所
在
地
な
ど
郡
域
レ
ベ
ル
で
の
中
心
地
や
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
狭
い
範
囲
で
の
小
中
心
地
な
ど
に
遊
廓
が
拡
大
し
て
い
た
。
近
世
期
に
は
遊
女
の
存
在
を
確
認
で
き
な
い
地
域
も
貸
座
敷
免
許
地
と
し
て
の
指
定
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
が
維
新
期
以
降
に
新
設
さ
れ
た
遊
廓
な
の
か
、
小
規
模
な
非
公
認
遊
所
が
「
解
放
令
」
以
降
に
追
認
さ
れ
た
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
時
期
に
は
日
本
各
地
で
地
域
の
「
繁
盛
」
を
目
的
と
し
て
遊
廓
新
設
を
は
か
る
事
例
が
み
ら
れ
、
県
内
に
お
い
て
も
維
新
期
以
降
に
遊
廓
設
置
を
は
か
っ
た
地
域
が
存
在
す
る
と
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
温
泉
場
や
明
治
期
以
降
に
は
じ
め
て
見
い
だ
さ
れ
る
遊
廓
に
は
貸
座
敷
数
五
軒
以
下
の
小
規
模
の
も
の
が
多
い
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
米
沢
は
近
世
期
に
お
け
る
遊
廓
の
存
在
が
明
確
に
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
明
治
十
年
代
初
期
に
は
貸
座
敷
数
最
大
二
十
五
軒
に
ま
で
拡
大
し
た
。
米
沢
は
県
内
に
お
い
て
山
形
に
つ
ぐ
規
模
の
中
位
中
心
地
で
は
あ
っ
た
が
、
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
多
く
の
男
性
を
集
め
る
酒
田
な
ど
に
比
べ
れ
ば
、
さ
ほ
ど
貸
座
敷
の
「
需
要
」
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
貸
座
敷
は
明
ら
か
に
過
剰
な
乱
立
状
態
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
廃
城
な
ど
に
よ
っ
て
米
沢
の
地
域
社
会
が
動
揺
す
る
な
か
、
行
政
に
よ
る
貸
座
敷
統
制
が
う
ま
く
機
能
せ
ず
、
さ
ら
に
貸
座
敷
業
を
商
機
と
み
な
す
多
く
の
人
び
と
が
こ
れ
に
参
入
し
た
た
め
と
考
え
る
。
米
沢
川
井
小
路
町
東
楼
は
、こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
登
場
し
た
貸
座
敷
で
あ
る
。
本
稿
で
は
前
稿
で
未
検
討
で
あ
っ
た
史
料
を
用
い
、
娼
妓
の
労
働
と
雇
用
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
。
娼
妓
が
稼
い
だ
玉
高
か
ら
推
定
さ
れ
る
東
楼
の
客
入
り
は
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
。
地
域
経
済
の
「
不
況
」
や
新
興
貸
座
敷
の
乱
立
は
過
当
競
争
を
招
く
原
因
と
な
り
、経
営
不
振
に
よ
る
貸
座
敷
の
廃
業
に
も
つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
娼
妓
一
人
ひ
と
り
の
客
入
り
を
み
て
い
く
と
、
客
が
つ
か
な
い
日
が
一
ヵ
月
に
何
回
も
あ
り
、
一
日
に
何
人
も
の
客
を
と
る
と
い
っ
た
場
面
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
近
代
公
娼
制
度
が
確
立
し
て
遊
客
数
が
最
大
限
に
伸
長
し
て
い
た
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
好
況
期
、
と
く
に
東
日
本
で
は
「
廻
し
」
と
呼
ば
れ
る
遊
興
制
度
が
一
般
化
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
登
楼
し
た
客
を
部
屋
で
待
た
せ
て
娼
妓
が
客
の
も
と
を
順
番
に
回
る
制
度
で
あ
り
、
同
時
に
複
数
の
客
を
と
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
娼
妓
の
稼
働
率
を
最
大
限
ま
で
高
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
明
治
十
年
代
米
沢
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
「
廻
し
」
を
示
唆
す
る
状
況
は
み
ら
れ
な
い
。
経
営
者
個
人
の
経
済
的
飛
躍
の
好
機
と
し
て
期
待
さ
れ
た
米
沢
の
貸
座
敷
業
は
、
結
局
は
「
需
要
」の
不
足
や
貸
座
敷
同
士
の
競
合
に
よ
っ
て
十
分
な
稼
ぎ
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
多
く
の
新
興
貸
座
敷
は
次
第
に
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
。
東
楼
で
は
お
も
に
新
潟
か
ら
娼
妓
を
雇
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
山
形
県
内
か
ら
も
娼
妓
を
抱
え
て
い
た
。
今
回
は
、
前
稿
に
お
い
て
未
検
討
で
あ
っ
た
山
形
県
出
身
娼
妓
の
雇
用
を
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
雇
用
や
住
替
え
に
際
し
て
は
周
旋
業
者
と
推
測
さ
れ
る
代
理
人
が
実
務
を
担
っ
て
お
り
、
貸
座
敷
業
の
周
辺
に
は
こ
れ
に
関
連
す
る
業
種
と
し
て
周
旋
業
者
な
ど
が
存
在
し
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
雇
用
関
係
書
類
の
分
析
か
ら
は
、
娼
妓
ら
が
実
質
的
に
は
近
世
期
と
変
わ
ら
な
い
、
年
季
と
前
借
金
に
制
約
さ
れ
た
労
働
形
態
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
娼
妓
は
身
売
り
後
も
実
家
に
帰
属
す
る
労
働
力
と
し
て
把
握
さ
れ
、
父
親
の
意
向
な
ど
に
よ
っ
て
貸
座
敷
の
住
替
え
を
行
う
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
遊
廓
の
形
成
過
程
や
立
地
と
い
っ
た
形
態
的
な
側
面
と
と
も
に
、
貸
座
敷
経
営
者
や
遊
客
、
娼
妓
な
ど
、
遊
廓
で
労
働
・
遊
興
・
生
活
し
た
人
間
の
存
在
を
貸
座
敷
側
の
史
料
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
前
期
に
お
け
る
貸
座
敷
業
が
「
新
し
い
業
種
」
と
し
て
地
域
社
会
に
期
待
さ
れ
つ
つ
も
い
ま
だ
定
着
し
き
れ
ず
、
し
だ
い
に
淘
汰
さ
れ
て
い
く
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
貸
座
敷
史
料
の
発
掘
を
進
め
、
よ
り
多
く
の
地
域
に
お
け
る
遊
廓
の
存
在
形
態
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
を
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
来
、
貸
座
敷
史
料
が
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
こ
う
い
っ
た
史
料
の
所
在
が
十
分
に
判
明
し
て
い
な
い
、
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
貸
座
敷
史
料
の
存
在
が
少
な
い
背
景
に
は
、
明
治
後
期
以
降
に
貸
座
敷
業
が
「
醜
業
」
と
み
な
さ
れ
て
い
き
、
経
営
者
に
よ
っ
て
後
年
帳
簿
等
が
破
棄
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
公
的
機
関
へ
－ 14 －
の
寄
贈
も
進
ま
な
か
っ
た
り
と
い
う
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
近
代
に
お
い
て
は
地
方
小
都
市
に
置
か
れ
た
小
規
模
遊
廓
だ
け
で
は
な
く
、
大
都
市
に
存
在
し
た
遊
廓
、
軍
事
都
市
の
遊
廓
、
温
泉
な
ど
の
観
光
空
間
に
置
か
れ
た
遊
廓
な
ど
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
遊
廓
の
さ
ま
ざ
ま
な
類
型
ご
と
に
貸
座
敷
経
営
や
遊
客
、
娼
妓
の
動
向
を
考
察
し
、
そ
れ
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
近
代
遊
廓
の
特
質
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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。
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。
（
26
）　
大
阪
市
立
大
学
作
成
「
遊
廓
・
遊
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
山
形
県
）
に
よ
る
。
　
　
（http://yukakustudy.jp/database/yam
agata
）
（
27
）　
前
掲
（
13
）。
（
28
）　
河
野
敬
一
「
山
形
盆
地
に
お
け
る
中
心
地
構
造
の
変
容
―
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
―
」
地
域
調
査
報
告
九
、
一
九
八
七
、 
一
一
七
－
一
二
六
頁
）。
（
29
）　
米
沢
市
編
『
米
沢
市
史
近
代
編　
第
四
巻
』
米
沢
市
、
一
九
八
一
。
（
30
）　
「
出
羽
新
聞
」、
明
治
十
八
年
二
月
八
日
。
米
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
・
発
行
『
新
聞
・
雑
誌
資
料
集
成
―
明
治
の
米
沢
―
米
沢
市
史
編
集
資
料
二
二
』
一
九
八
八
所
収
。
（
31
）　
加
藤
政
洋
『
花
街
―
異
空
間
の
都
市
史
―
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
、 
二
六
頁
。
（
32
）　
「
山
形
大
同
新
聞
」、
明
治
二
十
四
年
六
月
二
十
七
日
（
前
掲
（
30
）
所
収
）。
（
33
）　
日
本
遊
覧
社
編
・
発
行
『
全
国
遊
廓
案
内
』
一
九
三
〇
。
（
34
）　
「
出
羽
国
置
賜
郡
・
村
山
郡
諸
家
文
書
」
と
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
す
る
置
賜
・
村
山
地
方
に
お
け
る
二
十
家
以
上
の
文
書
群
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
東
楼
に
関
す
る
史
料
は
約
七
十
点
が
確
認
で
き
る
。
（
35
）　 
三
七
Ｘ
－
二
一
四
「
入
金
控
」。
以
後
は
特
に
断
り
の
な
い
場
合
、
史
料
は
す
べ
て
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
東
楼
関
連
史
料
で
あ
る
。
付
記
し
た
番
号
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
お
け
る
請
求
番
号
で
あ
る
。
（
36
）　
三
七
Ｘ
－
二
〇
九
「
遊
客
人
名
簿
」。
（
37
）　
三
七
Ｘ
四
－
二
六
四
「
□
□
氏
内
娼
妓
手
紙
」。
三
七
Ｘ
四
－
二
六
四
は
借
用
証
書
や
娼
妓
宛
の
書
簡
、
そ
の
他
の
断
簡
な
ど
を
一
括
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
38
）　
中
央
職
業
紹
介
事
務
局
編「
芸
娼
妓
酌
婦
紹
介
業
に
関
す
る
調
査
」一
九
二
六 
（
谷
川
健
一
編
『
近
代
民
衆
の
記
録
三
―
娼
婦
―
』
新
人
物
往
来
社
、一
九
七
一 
所
収
）
（
39
）　
横
田
冬
彦
「
娼
妓
と
遊
客
―
近
代
京
都
の
遊
郭
―
」（
京
都
橘
女
子
大
学
女
性
歴
史
文
化
研
究
所
編
『
京
都
の
女
性
史
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
二
）、 
九
六
－
一
二
〇
頁
。
（
40
）　
森
光
子
『
吉
原
花
魁
日
記　
光
明
に
芽
ぐ
む
日
』
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
〇
。
原
著
は
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
森
光
子
は
群
馬
県
高
崎
市
出
身
で
あ
り
、
新
吉
原
遊
廓
長
金
花
楼
で
娼
妓
と
な
っ
て
「
春
駒
」
と
名
乗
っ
た
女
性
で
あ
る
。
の
ち
に
柳
原
白
蓮
を
頼
っ
て
廃
業
し
、
廃
業
後
に
娼
妓
時
代
の
日
記
と
手
記
を
発
表
し
た
。
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（
41
）　
三
七
Ｘ
四
－
二
一
五
「
寄
留
換
並
休
業
人
控
」。
（
42
）　
前
掲
（
37
）。
（
43
）　
前
掲
（
37
）。「
玉
高
調
」。
（
44
）　 
三
七
Ｘ
四
－
五
〇
九
「
金
円
預
リ
証
書
」
（
45
）　
前
掲
（
37
）。
お
せ
ん
よ
り
□
□
に
た
ろ
様
宛
（
46
）　
三
七
Ｘ
四
－
二
一
一
「
娼
妓
送
籍
証
控
」。
（
47
）　
三
七
Ｘ
四
－
二
一
一
「
娼
妓
営
業
願
」。
（
48
）　
前
掲
（
37
）。「
御
約
定
之
証
」
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